


































A Sociological Outlook of Theatrical Activities of "the Pop Literate" Shin-ichi 
Iwata: His Strategic Choice of Performed  Titles in the Historical Context of 









































































































1992 年　第 1 回大須オペラ『喜歌劇　ミカド』（0805-29）
1993 年　第 2 回大須オペラ『喜歌劇　ゴンドリエーリ――『ヴェニスのゴンドラ乗り』又は
バラタリアの王』（0705-0801）
1994 年　第 3 回大須オペラ『喜歌劇　ペンザンスの海賊　又は義務の奉公』（0706-30）
1995 年　第 4 回大須オペラ『大須版　三文オペラ』（0706-30）
1996 年　第 5 回大須オペラ『喜歌劇　ボッカチオ』（0705-28）
1997 年　第 6 回大須オペラ『歌劇　カルメン』（0708-28）
1998 年　第 7 回大須オペラ『喜歌劇　軍艦ピナフォア　又は水兵に恋する乙女』（0707-27）
1999 年　第 8 回大須オペラ『サルスエラ　嘆きの聖母』（0708-26）
2000 年　第 9 回大須オペラ『The 芸者』（0713-30）
2001 年　第 10 回大須オペラ『喜歌劇　ブン大将　又はジェロルスタンの女大公』（0717-0806）
2002 年　第 11 回大須オペラ『パリの生活』（0716-0805）
2003 年　第 12 回大須オペラ『喜歌劇　ユートピア国株式会社 または進歩の花形』（0714-0803）8
2004 年　第 13 回大須オペラ『山賊』（0713-0801）9
2005 年　第 14 回大須オペラ『サルタンバンク』（0712-31）
2006 年　第 15 回大須オペラ『青ひげ』（0711-0801）
2007 年　第 16 回大須オペラ『カルメン』（再演）（0706-29）
2008 年　第 17 回大須オペラ『パロマの謝肉祭――スペインの暑い夜』（0711-0803）




















ボッカチョ 13 5 ＋ 2 × 2 14，ジェロルステイン大公妃殿下 15 5，カルメン 2 × 2，軍艦ピナフォア 4，
ペンザンスの海賊 2（増井 2003:143-144, 184-186）
　増井（1990）により具体的に公演日を記す。













































































































18870428,30, 横浜パブリック・ホール 25，0503, 神戸体育館，05, 長崎パブリック・ホール，サ
リンジャー一座，『Three Little Maids from School（学校出たての三人娘）』（増井 2003:25, 68; 
升本 1986:108-109）
18901004, スタンリー歌劇団，横浜パブリック・ホール（増井 2003:27）
19460812（1 週間）, アーニー・パイル劇場（増井 2003:336, 428）
19480129-31, 0202, 03, 日比谷公会堂，長門美保歌劇研究所，市野民枝訳，佐久間茂高演出（増
井 2003:343,  432）
19480924, 25, 26, 名古屋御園座，29, 30, 京都南座，1001-06, 大阪歌舞伎座，長門美保歌劇研究
所（増井 2003:433）
19490910, 札幌市公会堂，0911, 函館市巴座，長門美保歌劇団（増井 2003:437）
19491225-28, 東京劇場，同上（関根 2011:575）
1950221-23, 日比谷公会堂，進駐軍婦人会主宰（増井 2003:388, 439）
19500310, 共立薬科大学音楽部（増井 2003:415, 439）
19500701-03, 大阪北野劇場，0704, 神戸松竹座，長門美保歌劇団（増井 2003:389, 440）
19510921-23, 日比谷公会堂，長門美保歌劇団（外国人向け英語上演）（増井 2003:446）
19520207, 0320, アーニー・パイル劇場，同上（増井 2003:390, 449）
19550501-05, 産経ホール，長門美保歌劇団，市野民枝・長門美保訳詞 26（関根 2011:576）
（19560823-1121, アメリカ・カナダ公演，藤原歌劇団）（関根 2011:37-38, 453-454）
19700213, 14, 国立劇場大劇場，長門美保歌劇団，市野民枝・長門美保訳詞，薩摩忠潤色（関根 
2011:46, 577）
19720320, 21, 東京文化会館大ホール，同上（関根 2011:46, 577）
19780210, 11, 東京文化会館大ホール，長門美保歌劇団，長門美保訳詞（関根 2011:46, 579）
19810703, 04, 東京文化会館大ホール，同上（関根 2011:580）
































19160527, 0601, 横浜ゲーテ座，アマチュア，『ゴンドラの舟人』（増井 2003:125-126, 175）。
19230325, 有楽座（神戸でも），0403, 横浜ゲーテ座，ギルバート・サリヴァン喜歌劇団，『ゴン






うに楽譜の 1 音に短い単語なら 1 語，長い単語なら 1，2 音節を乗せるやり方で，実質的に１




18831013, ゲーテ座，ロフタス一座（増井 2003:22, 67）
18850827, 横浜パブリック・ホール，マスコット歌劇団（増井 2003:23）
18860614, 横浜パブリック・ホール，アマチュア（増井 2003:30, 68）
18870412, 横浜パブリック・ホール，サリンジャー一座（増井 2003:27）
18901002, 横浜パブリック・ホール，スタンリー歌劇団（増井 2003:27）


















19350228, 帝国ホテル演芸場，PCL 管弦楽団（増井 2003:307）
19590714-17, 日比谷公会堂，21, 文京公会堂，都民劇場・（藤原歌劇団）青年グループ，竹原正三・




19791002-05, 第一生命ホール，15, 大阪サンケイホール，同上（関根 2011:306）
198305-06, ウィーン国立ブルク劇場（関根 2011:691）
19850209-17, 名古屋市芸創センター，名古屋市文化振興事業団 30
19871127-29, 日生劇場，二期会，友竹正則訳詞，木村光一台詞（関根 2011:139, 350）




















18950813, 横浜パブリック・ホール，ウィラード歌劇団，『ボッカチョ』（増井 2003:28, 71）
19150926-30, 帝劇，小林愛雄訳，『ボッカチョ』（増井 2003:100-101, 174）
19151116-25, 有楽座，小林愛雄訳，『ボッカチョ』（増井 2003:101-102, 175）
191704, ローヤル館，ローシー・オペラ（内山 1967:33, 228）
19190301-15, ローヤル館（原信子引退公演）（増井 1990:124, 244）
19231223-25, 品川劇場，19240101, 報知講堂など，根岸大歌劇団（増井 1990:238）
19240429-0508, オペラ館，森歌劇団，『ボッカチョ』（増井 1990:177）
19380627-29, 有楽座，07, 日比谷公会堂，オペラ・パヴォ座，小林愛雄・小松清訳，伊藤松雄構成，
青柳信雄演出，『ボッカチョ』（増井 2003:245-246, 314; 内山 1967:186, 236）
19470624-0706, 日本劇場，パヴォ座，内海一郎演出，『ボッカチョ』（増井 2003:431）
19500801, 神戸衆楽館，19500902, 03, 04, 大阪北野劇場，オペラ・パヴォ，内海一郎演出，『ボッ
カチョ』（増井 2003:414, 441）
19501203-05, 東京劇場，オペラ・パヴォ，内海一郎ほか演出，『ボッカチョ』（増井 2003:443）
19510209-18, 浅草花月劇場，シミキン一座ほか，『ボッカチョ』（増井 2003:414-415, 444）
19760225, 27, 東京文化会館大ホール，長門美保歌劇団，長門美保訳詞，泉久次台詞脚色，『ボッ
カチョ』（関根 2011:578）









































18810329, 0407, 09, ゲーテ座，アマチュア（増井 2003:30, 66）




19041210, 横浜パブリック・ホール，16, 神戸，ポラード少年歌劇団（増井 2003:55）
19121214, 17, ゲーテ座，19130227, 28, 帝劇，バンドマン喜歌劇団（増井 2003:124-125, 170）
191806, 日本館，旭歌劇団（内山 1967:74-75, 229）
19230330, ギルバート・サリヴァン喜歌劇団 36（増井 2003:163, 187）
19251003-09（?）, 衆楽座（?）（増井 1990: 188-189）37
19251012-, 牛込会館，歌劇協会（増井 1990: 189）












































19170603-26?, 帝劇，小林愛雄訳，『ブム大将』（増井 2003:110-111, 177）
191804, 観音劇場，原信子歌劇団，『女公殿下』（森 2016:204, 234-235）
191810, 日本館，東京歌劇座，『戦争と平和』（森 2016:204, 234-235）
191901, 駒形劇場，東京歌劇座・原信子歌劇団、『ジェロルステイン大公妃殿下』（森 2016:204, 
234-235）
191903, 04, 金龍館，七声歌劇団，『ブム大将』（森 2016:204-205, 234-235）
191906, 朝日座，新生歌舞劇団，『女公と兵士』（森 2016:204-205, 234-235）
192406, 07, 浅草オペラ館，森歌劇団，『ジェロルステイン大公妃殿下』（森 2016:209, 234-235）






















たもの。1995 年の初演後，2002 年のスーパー一座公演に触発されるように 2005, 2006 年と再









18760426, 29, 横浜ゲーテ座，ロネイ・ファス喜歌劇団（増井 2003:17）
（19110204 有楽座，08, 11, ゲーテ座，ディンスデール夫人（替え歌版）（増井 2003:54））42





& Halévy ［1900-1902］ 2018-2019）
４．美術家による演劇とは――既成脚本の復活上演の意義
　上記のような上演記録とスーパー一座上演作の対比から，岩田のオペラ上演史上の業績を

























































































































b と v を区別しない表記をもちいた。






















17　1921 年 11，12 月に金龍館は本格的オペラ劇場を目指して改装し，その間，根岸大歌劇団は早稲田劇場で
公演を行った。





　　本文に列挙した公演以外に，1923 年 3 月の根岸大歌劇団の地方巡業では，少なくとも下記 2 作品が上演さ
れた。
　　192303, 豊橋東雲座（地方公演），カルメン⑵，軍艦ピナフォア⑴（増井 1990:216）
21　18700928, 1028, アマチュア，『コックスとボックス』（増井 2003:30, 67）。
22　浅草オペラをはじめとする喜劇，剣劇（剣戟）などの演劇ジャンルの盛衰について，ある程度の社会学的
考察も含めて広範囲に論じた著作として向井（1977）を参照。










などは紙数の関係で省略する。また第 8 回『嘆きの聖母』，第 12 回『ユートピア国株式会社』，第 13 回『山賊』，











データベース（https://opera.tosei-showa-music.ac.jp/search/, 2019 年 11 月 25 日閲覧）によれば，岩田抜
きで実現した舞台は 21 世紀に入り何度か再演された。
29　パンフレット「サリバンの曲には日本語がぴったりだ――原曲以上のゴンドリエーリ」参照。














35　堀内敬三は戦中の藤原歌劇団の演出を一手に引きうけた人物。ただし大評判となった 19390326, 27, 歌舞伎
座の公演の台本は，伊庭孝訳だった（増井 2001:263-264, 316）。詩人，フランス文学者の安藤元雄は，『カ















































―――― （昭和音楽大学オペラ研究所編） 2003，『日本オペラ史～ 1952』水曜社 .
升本匡彦，1986，『明治・大正の西洋劇場　横浜ゲーテ座』第二版，岩崎博物館（ゲーテ座記念）出版局 .
Meilhac, Henri et Ludovic Halévy, n.d. [1900-1902], Théatre de Meilhac et Halévy de L'Académie Française, III, Paris: 






『Rear』, 2018, 41「特集　追悼：大きな岩田信市」, リア制作室 .
リア制作室編，2019，『アイチアートクロニクル 1919-2019』愛知県美術館 .
関根礼子（昭和音楽大学オペラ研究所編），2011，『日本オペラ史 1953 ～（下）』水曜社 .
曽田秀彦，1989，『私がカルメン――マダム徳子の浅草オペラ』晶文社 .
Strauss, Anselm L., 1978, "A Social World Perspective," Norman K. Denzin, ed., Studies in Symbolic Interaction, V.1, 
Greenwich, Conneticut: JAI Press, 119-128.















藤原義江ら                                                女優に群がる
スターを輩出                        ペラゴロの発生         
           1923 関東大震災（浅草オペラ壊滅） 












































  小編成オーケストラによる生演奏付き公演 
入場料収入のみでの経営 
既存の寄席会場での開催 
 2008年にスーパー一座公演活動終了 
藤原義江、ヴォーカル・フォアなどによる 
歌曲、歌劇公演の継続 
藤原歌劇団設立 
(1939) 
東京宝塚劇場が 
アーニー・パイル劇場となり 
米軍将兵家族の慰問に利用される 
(1945-1955) 
アーニー・パイル劇場にて 
『ミカド』原語上演(1946） 
長門美保歌劇研究所旗揚げ(1946) 
日比谷公会堂で『ミカド』日本語公演
(1948) 
音楽大学、海外留学で歌唱指導の 
アカデミズム化 
オペラ歌唱の日本語化の挫折 
浅草オペラ的庶民性の喪失 
前衛美術グループ ゼロ次元、 
ゴミ姦団などの活動後 
スーパー一座結成 
ヨーロッパでの歌舞伎、 
シェイクスピア劇上演後、 
大須演芸場で大須歌舞伎を開始 
大須演芸場で大須オペラを開始(1992)
浅草オペラ復活を標榜し、 
「歌劇」オペラ・コミックの演劇的な 
全曲版日本語公演を貫く 
昭和初期（ファシスト政権時代）
